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神奈川県藤沢市の日本大学生物資源科学部構内水田における
淡水生貝形虫（甲殻亜門・貝形虫綱・ポドコピーダ目）の産出記録
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要旨 ： 神奈川県藤沢市の日本大学生物資源科学部構内の研究用水田において， 微小甲殻類の淡水生貝形虫（甲殻亜門 ・貝

形虫綱 ・ ポドコピーダ目）3種 Cypretta seurati， Stenocypris hislopi， Tanycypris alfonsi が採取された． 本研究は， 本学部構内

における淡水生貝形虫種の初の産出報告であり，神奈川県内の水田における淡水生貝形虫相としては2例目の産出報告である．

このうちの2種 S. hislopi と T. alfonsi については， 神奈川県では初の産出報告である． これらの3種は， 過去に日本で報告され

ている． 近年， 外来種と推定される淡水生貝形虫の複数種が日本で報告されているが， 本研究の扱った水田で確認された3種
のうち，C. seurati と T. alfonsi は在来種である可能性が高い． S. hislopi については，分布域のデータからは起源がよくわからず，

在来種か否かがまだはっきりしない． 日本列島の淡水生貝形虫相の調査は， 外来種の移入経路や分布拡大を把握するために

重要であり， 本研究の成果は日本列島と東アジアの淡水生微小生物の生物地理学的な研究において重要なデータである．

キーワード ： 淡水生貝形虫， 甲殻類， ポドコピーダ目， 神奈川県， 初産出報告

1．はじめに

貝形虫は長さ0.5 mm前後の微小な甲殻類で， 炭酸カル

シウムを含む二枚貝のような2枚の殻（背甲）の中に， 付属

肢を持つミジンコのような軟体部が入っているため， カイミ

ジンコとも呼ばれる（図1）． 貝形虫は5億年前のカンブリア

紀に出現し， 現在も海水 ・ 汽水 ・ 淡水の幅広い水質条件

の水域に生息しており， 深海〜浅海の海底， 潮間帯の岩

礁地の潮だまり ・ 藻場， 海藻 ・ 海草の葉上， 砂浜の間隙

水中， 内湾や河口などの汽水域， 淡水域の一時的な水た

まり， 水田 ・ 池 ・ 湖沼といった人間の身近な場にも分布し

ている（Kamiya 1988a ； Athersuch et al. 1989 ； 池谷 ・ 塩崎 
1993 ； 入月ほか 1999 ； Nakao and Tsukagoshi 2002 ； 大久

保 2004 ； 小沢 2012 ； 田中ほか 2015 ； 塚越 2017 ； Smith 
et al. 2018）．

淡水域に棲む貝形虫の調査が進んでいるヨーロッパで

は， 1700年代後半から分類学的検討が行われており， 水

田からの報告例も多い．一方，日本の水田の面積は，ヨーロッ

パ諸国に比べてかなり広い（Smith et al. 2018など）ものの，

そこに棲む貝形虫の研究の歴史はヨーロッパと比べるとかな

り短く， 研究者の数も少ないため， 水田産の淡水生貝形虫

については報告例がまだそれほど多くなく， 神奈川県では

わずか1例（Smith et al. 2023）である． また近年， 外来種で

ある可能性が高い淡水生貝形虫が， 日本のペットショップの

水槽などから報告され始めている（Smith et al. 2021, 2024 ；

中井ほか 2025など）． しかし， これらの種が日本の屋外の

環境へ， どの程度まで分布を拡げているのかは明らかにさ

図1．海生貝形虫 Hemicythere 属の1種（Hemicythere villosa）の成

体オスの背甲（左右の殻）と軟体部の形態（Horne et al. 2002および

小沢ほか 2015を改変）． 図を見やすくする目的で着色して示して

いるが， この色は実物の標本の色とは異なる.
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れていない． 水田を始めとする淡水域の貝形虫相を明らか

にすることが， その分布の拡大状況を議論する上で重要で

ある．

神奈川県藤沢市に位置する日本大学生物資源科学部

（図2）には， 構内にイネの栽培実験に用いる水田が存在す

る． しかしその水田では， これまで淡水生貝形虫の分布調

査は行われていない． そこで本研究は， 構内の水田を調査

し， そこに生息する淡水生貝形虫種を明らかにし， 産出の

意義を述べることを目的とする． また標本写真を示すことで

読者に親しみを持ってもらい， 研究の基礎データ蓄積の一

助とする．

2．試料と方法

日本大学生物資源科学部（図2）構内の北西部に位置す

る研究用水田の北東端域（35° 22′ 48″ N， 139° 27′ 56″ E）に
おいて， 2022年7〜9月下旬の3日間（7月29日， 8月24日，

9月21日）に計3回（表1）， 貝形虫研究用試料として， 水底

表層の砂泥を採取した． 砂泥は， 長さ40 cmのメダカ飼育

用の大型スポイトで， 水田の水（100〜200 cc）とともに採取

し，プラスチック製カップに入れて研究室へ持ち帰り，200メッ

シュ（目開き0.063 mm）と16メッシュ（目開き1 mm）のふるい

に掛けて， 1 mm以上のものを取り除き， 泥サイズのものを

水で洗い流した． 16メッシュを通過し， 200メッシュのふるい

上に残った砂サイズの残渣をシャーレへ移し， 双眼実体顕

微鏡下で貝形虫の生体を抽出した．

抽出した個体（生体）に， まず約30％エタノール液で麻

酔をかけ， 背甲が開いて付属肢の一部が背甲の外に出た

状態にし， その後に80〜90％エタノールで固定した． この

一連の処理を施した上で， 貝形虫を解剖して付属肢を観

察し， 背甲と付属肢の形態に基づき， 種分類を行った． 種

分類においては， 筆者の1人である Smith 作成の滋賀県立

琵琶湖博物館ウェブサイト “Ostracod Research at the Lake 
Biwa Museum, Japan” （URL ： https://www.biwahaku.jp/
smith/index.html ； 2025年4月1日閲覧）掲載の標本写真や，

淡水生貝形虫の記載論文（Okubo 1972 ； Smith et al. 2011, 
2014 ； 田中ほか 2015など）の情報を参考にした．

なお淡水生貝形虫には， 単為生殖をするためオスが知ら

れていない種が多い（大久保 2004 ； Smith et al. 2018など）．

また背甲のサイズ・形態などから，成体のオス・メスや，成体・

幼体を比較的判別しやすい（Athersuch et al. 1989 ； Smith 
and Martens 2000 ； Ozawa 2013 ； 小沢ほか 2017など）． そ

のため各種について， 成体オス ・ メスおよび成体 ・ 幼体の

有無を文中に示した．

本研究では， 砂泥試料採取を中村 ・ 小沢 ・ 中井が担当

し， 貝形虫の抽出とエタノール液処理を中村 ・ 小沢が担当

した． 貝形虫の解剖 ・ 背甲と付属肢の形態観察 ・ 種同定

と写真撮影をSmithが担当し， 原稿作成を小沢 ・ Smith ・ 中

井が担当した． 本研究で用いた貝形虫標本は， 滋賀県立

琵琶湖博物館に保管されている．

3．結果と考察

背甲と付属肢の形態に基づき， Cypretta seurati Gauthier, 
1929， Stenocypris hislopi Ferguson, 1969， Tanycypris 
alfonsi Nagler et al., 2014の計3種が識別された（図3， 表1，
表2）．

Cypretta seurati （図3A）は成体メスと幼体が得られ， 成体

オスは見つからなかった． 成体メスの背甲の長さは0.6 mm
ほどで， 背甲形態は背側から見ると幅の広い卵型で， 背

甲前縁に隔壁状の構造を持つ． 色は薄緑色である． 第

図2．日本大学生物資源科学部構内水田の位置図．

種名
採集日

2022年7月29日 2022年8月24日 2022年9月21日

Cypretta seurati 〇 – 〇

Stenocypris hislopi – 〇 –

Tanycypris alfonsi – – 〇

〇 ：産出， – ： 未産出

表1．日本大学生物資源科学部キャンパス構内水田産淡水生貝形虫の産出リスト．
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二触角の遊泳剛毛（swimming setae）が長く， 尾叉（caudal 
ramus）はあまり発達しないが，尾叉に爪（claw）と剛毛（setae）
が備わる．

日本列島において， Cypretta 属は本種のみが報告されて

いる． 本種は神奈川県以外に， 群馬県， 静岡県， 滋賀県，

岡山県， 福岡県， 宮崎県， 鹿児島県， 沖縄県の水田・池・

湖などから報告されている（Okubo 1973 ； Smith and Kamiya 
2006 ； Smith et al. 2011 ； 田中ほか 2015）． 神奈川県の水

田では， 本研究以前に， Smith et al.（2023）によって， 神奈

川県藤沢市石川の水田（35° 22′ 21″ N， 139° 27′ 24″ E ； 生

物資源科学部構内の水田から約1.3 km南西方）から本種が

報告されている． また近年， 水田のような屋外環境以外に

も， 青森県のペットショップの水槽や， 神奈川県の植物愛

好家のスイレン栽培水槽からも報告されている（Smith et al. 
2024）． 本種は日本の広範囲に分布するため， 日本の在

来種の可能性が高いと考えられている（Smith et al. 2024な
ど）． 日本列島以外では， 韓国， マレーシア， フィリピン，

インドネシア， 地中海沿岸諸国， イースター島および赤道

付近（南緯13°）の太平洋上の離島（ウォリス ・ フツナ諸島）

など， 中 ・ 低緯度の広範囲に分布している（Meisch 1987 ；

Kim and Min 1991 ； Dumont and Martens 1996 ； Meisch et 
al. 2007 ； Smith et al. 2014）． これまでにメスのみが報告さ

れている（Kim and Min 1991 ； Meisch et al. 2007 ； Smith et 
al. 2014 ； 田中ほか 2015）．

Stenocypris hislopi （図3B， C）は， 成体メスと幼体が得ら

れ， 成体オスは見つからなかった． 成体メスの背甲の長さ

は1.4〜1.6 mmほどで， 背甲サイズの異なる大型と小型の標

本が認められ， 両者の間には背甲の長さに最大0.2 mmの

差があった（図3B， C）． 本種は， 背甲サイズの変異が比較

的大きいことが知られている（Victor and Fernando 1979 ； 大

久保 ・井田 1989 ； Okubo 1990 ； 大久保 2004 ； Smith et al. 
2011など）． 背甲の外形は側面から見ると細長く， 背側縁辺

はほぼ直線で， 腹側縁辺は中央がわずかに凹み， 背縁側

から見ると， 長楕円形状である． 色は薄い灰色か白色であ

る．第二触角（antenna）の遊泳剛毛（swimming setae）が長く，

尾叉（caudal ramus）はよく発達し， 左右一対の尾叉が非対

称形である．

図3．日本大学生物資源科学部構内水田産淡水生

貝形虫3種の写真． 全て成体メスの標本． A. Cypretta 
seurati Gauthier, 1929（背側から撮影 ； 2022年9月21
日採取）; B. Stenocypris hislopi Ferguson, 1969， 大

型標本（左側面から撮影 ； 2022年8月24日採取）; C. 
Stenocypris hislopi Ferguson, 1969， 小型標本（左側

面から撮影 ； 2022年8月24日採取）; D. Tanycypris 
alfonsi Nagler et al., 2014（左側面から撮影 ； 2022年9
月21日採取）．  

上科名 科名 亜科名 種名

Cypridoidea Baird, 1845

Cyprididae Baird, 1845

Cyprettinae Hartmann, 1963

Cypretta seurati Gauthier, 1929

Cypricercinae McKenzie, 1971

Tanycypris alfonsi Nagler et al., 2014

Herpetocypridinae Kaufmann, 1900

Stenocypris hislopi Ferguson, 1969

表2．日本大学生物資源科学部構内水田産淡水生貝形虫3種の高次分類群名．
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本種は神奈川県以外では群馬県， 静岡県， 岡山県， 徳

島県の水田および滋賀県の琵琶湖から報告されている（大

久保 ・井田 1989 ； Okubo 1990 ； 大久保 2004 ； Smith et al. 
2011）． 神奈川県では， 本研究が初の報告例である． 日本

以外では，韓国，インド，スリランカから報告があり（Ferguson 
1969 ； Victor and Fernando 1979 ； Neal 1984 ； Kim and Min 
1991 ； Chang et al. 2012）， 中央アジアと東アジアに広く分

布している． このように， 本種の分布域はアジアの広範囲に

広がっていて， それぞれの分布域間の距離が遠いため， 起

源地がどこであるのかがよくわからず， 本種が日本の在来種

か否かについては，まだ不明である（Smith et al. 2024など）．

これまでにメスのみが報告されている（Okubo 1990 ； 大久保 
2004 ； Smith et al. 2011など）．

Tanycypris alfonsi （図3D）は成体メスのみが得られ， 成体

オスと幼体は見つからなかった． 背甲の形態は側面から見

ると細長く， 背側から見ると長楕円形状である． 色は薄い灰

色か白色である． 背甲の長さは1.1 mmほどである． 第一触

角（antennule）の第一節（first segment）に， 背側剛毛（dorsal 
seta）が1本ある． 第二触角（antenna）の遊泳剛毛（swimming 
setae）が長い． 第5肢（fifth limb）には2本のa剛毛（a-seta），
それぞれ1本のb剛毛（b-seta）およびd剛毛（d-seta）があり， c
剛毛（c-seta）を欠く． 尾叉（caudal ramus）が大きく発達する．

本種はこれまでに， 群馬県， 岡山県の水田と池から報

告されている（Okubo 1972 ； 大久保 ・ 井田 1989 ； 大久保 
2004）． 神奈川県では， 本研究が初の報告例である． 前述

2種の C. seurati と S. hislopi に比べると，本種の日本での報

告例は少ないが， 韓国（Smith et al. 2014）とドイツ（Nagler et 
al. 2014）から報告がある． ドイツでは， ミュンヘン植物園の

温室内の水槽のみから見つかっている（Nagler et al. 2014）．
ただし過去の報告に基づくと， Tanycypris 属の主な分布域

は東アジアと考えられ， ミュンヘン植物園の T. centaは， 鑑

賞用水生植物の輸入という人為的な移動に伴い， アジア

からドイツへ偶然移入した外来種であろうと推測されている

（Nagler et al. 2014 ； Smith et al. 2024）． 本種は日本の広範

囲に分布するため， 日本の在来種の可能性が高いと考えら

れている（Smith et al. 2024など）． これまでにメスのみが報

告されている（Nagler et al. 2014 ； Smith et al. 2014, 2024）．
神奈川県内の水田産の淡水生貝形虫は， Smith et 

al.（2023） に よ っ て， Sarscypridopsis denticulata Smith 
and Ozawa, 2023 in Smith et al. 2023， Cypretta seurati，
Ilyocypris japonica Okubo, 1990の3種が初めて報告された．

Smith et al.（2023）は， 藤沢市石川の水田で確認された未

記載種を Sarscypridopsis denticulata と命名 ・記載し， 共産

種として2種（C. seurati と I. japonica）を報告した． 本研究で

調査した水田からは， Smith et al.（2023）が藤沢市石川の水

田から報告した上記2種（S. denticulata と I. japonica）は， 見

つからなかった． S. denticulata は同属の他種の分布から，

日本の在来種ではなく， 外来種であろうとSmith et al.（2023）
は推測した． I. japonica は， 神奈川県以外では群馬県，

滋賀県の水田と， 韓国の水田から報告があり（Okubo 1990 ；

大久保 2004 ； Smith et al. 2019）， 東アジアの水田に広く分

布していると考えられている． これらの2種が今回産出しな

かった理由は不明だが， 乾燥耐性卵の水田土壌への混入

の有無， 乾燥耐性卵の風や鳥による飛来の有無， 水田の

土壌と水の供給元の違い， 農薬使用の有無とその使用量の

違いなどが関連する可能性があり， 今後の検討課題である．

今回は， 構内水田の貝形虫の有無のみを調べる予察的

な調査であったため， 貝形虫の個体数 ・ 生息密度や， 水

田の水温などの環境要因に関するデータ収集は行わなかっ

た． 日本では， 淡水生種の季節ごとの個体数 ・生息密度 ・

種組成の変動を詳しく調べた研究例はごく少ない． 数少な

い例として， 沖縄県の淡水域（琉球大学構内のビオトープ ・

池， タイモ畑の池）における3件の先行研究が挙げられる（田

吹 ・橋本 2012 ； 田吹 ・ 津波古 2015 ； 田吹 ・野島 2016）．
これらの計12種のデータと比較すると， 本研究との共通種は

田吹 ・ 橋本（2012）が， タイモ畑の池から見出した Cypretta 
seurati の1種のみである． この種は， 沖縄の池では6 ・ 7月
と9月に生息密度が高く， 8月に一時的に低下する． 本研究

でもこの種は7 ・ 9月に産出し， 8月には産出せず（表1）， 似

た産出傾向を示す． 本種は， 赤道付近のマレーシアやイ

ンドネシア， ウォリス ・ フツナ諸島からも報告がある（Meisch 
1987 ； Meisch et al. 2007）． このように本種は低緯度域にも

生息するため， 高水温の時期が生息に適していて夏季に個

体数を増やすが， 日本では8月の最も高い水温時の溶存酸

素量減少などで， 個体数が一時的に減った可能性もある．

今後は， これらの環境要因と本種の生息密度の関連性のよ

り詳しい検討が必要である．

本研究では Stenocypris hislopi について， 背甲サイズの

異なる大型と小型の標本が得られた（図3B, C）． 貝形虫の

背甲サイズと環境要因との関連については， 他国でも研究

例はごく少ないが， 三浦半島で潮間帯付近のアマモ場に生

息する一部の海生種（海草葉上種 Loxoconcha japonica と
砂底種 Loxoconcha uranouchiensis）について， 各月の水温

変化との対応関係が示されている（Kamiya 1988b）． それに

よると， 冬季の低水温時における成体メスの背甲の長さの

方が， 夏季の高水温時よりも平均で0.05〜0.1 mm長い． 浜

名湖の汽水域の泥底に棲む Cytheromorpha acupunctata に
ついても同様の調査が行われ， 冬季の成体メスの背甲の

長さの方が， 夏季より平均で0.03 mm長い（Ikeya and Ueda 
1988）． 淡水生の本種については， 0.2 mmという上記の種

より比較的大きな背甲の長さの差がある成体メスの標本が，

8月にだけ一緒に採取されている（図3B, C）． 本種の背甲サ

イズと環境要因との対応関係を調べた研究例はまだないた

め， 詳しい検討が必要である．
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4．今後の課題

近年， 神奈川県を含む日本各地のペットショップやホー

ムセンターの水生植物販売コーナーの水槽， あるいはこれ

らの店舗で購入した植物を栽培している植物愛好家の水槽

から， 淡水生貝形虫19種が報告された（Smith et al. 2021, 
2024）． これらのうち計10種（Pseudostrandesia tenebrarum 
Smith and Ozawa, 2021 in Smith et al. 2021， Strandesia 
bicuspis （Claus, 1892）， Potamocypris acuminata Furhmann 
and Goth 2011など）は過去の同種 ・ 同属他種の産出報告

に基づき， 外来種と推定された． 一方， 計9種（Cypretta 
seurati, Cypidopisis vidua O. F. Müller, 1776）, Cypris 
granulata Daday, 1898, Ilyocypris japonica など）は日本の在

来種の可能性が高いと考えられている．

本研究で調査した構内の水田では， 在来種の可能性が

高い2種（C. seurati と T. alfonsi）と， 在来種か否かがまだ

よくわからない1種（S. hislopi）のみが見つかった． Smith et 
al.（2024）などが報告した， 外来種の可能性の高い10種は，

今回は見つからなかった． これらの外来種と考えられる10種
は， 日本の国外から輸入された観賞用の水生植物や魚と共

に 「ヒッチハイカー」 のように， 生体や卵が人為的に偶然

日本へ移入し， 各地のペットショップやホームセンターの水

槽， 植物愛好家の栽培水槽などに生息していると考えられ

ている． これらの種が， 屋内の水槽から屋外の環境へどの

程度まで分布域を拡げているのかは， 調査例がまだ少ない

ので実態が掴めていない． そのため， 外来種の分布拡大

の実態を把握するためには， 今後も水田を含む日本列島各

地の淡水域で， 貝形虫種分布の調査を続け， 淡水生貝形

虫相を解明する必要がある．
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A note on the occurrence of freshwater ostracods (Crustacea, Ostracoda, 
Podocopida) in the rice field of the College of Bioresource Sciences, Nihon 

University, Fujisawa City, Kanagawa Prefecture, central Japan

Hirokazu Ozawa*1, Robin James Smith2, Sei Nakamura3 and Shizuko Nakai4

1 Earth Sciences Laboratory, College of Bioresource Sciences, Nihon University: 1866, Kameino, Fujisawa, Kanagawa 252-0880, Japan
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252-0880, Japan

4 Department of Zoology, College of Bioresource Sciences, Nihon University: 1866, Kameino, Fujisawa, Kanagawa 252-0880, Japan

Abstract: This study reports the occurrence of three species of freshwater ostracods (Cypretta seurati, Stenocypris hislopi and 
Tanycypris alfonsi; Arthropoda, Crustacea, Podocopida) from the research rice field at the campus of the College of Bioresource 
Sciences, Nihon University, in Fujisawa City, Kanagawa Prefecture, central Japan.  This is the first record of freshwater ostracods 
from this campus, and is the second record from a rice field in Kanagawa Prefecture.  Among these three species, the occurrences 
of S. hislopi and T. alfonsi are the first from Kanagawa Prefecture.  All three species have been previously reported from Japan; 
C. seurati and T. alfonsi are likely native, while the origins of S. hislopi remain unclear.  This study is significant for the research 
for the freshwater ostracod fauna in the Kanto district, and the biogeography of freshwater aquatic micro-organisms on the Japanese 
Islands and in East Asia.

Keywords: freshwater ostracods, Crustacea, Podocopida, Kanagawa Prefecture, first occurrence record 
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